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22 確率 P.44，45 /
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①　段階別問題構成で基礎から入試対策まで
● 本 書 の 特 色  �

・基本問題　� によってその単元の核となることをおさえ，基本的な力が身についているかどうか確認でき
ます。 　　 　入試によく出る○○ は，必ずおさえておくべき計算や公式で構成しています。

・実力問題　主に入試問題を改題して作問してありますので，実戦的な問題にあたることができます。
特に最終問題の は，公立の難問，私立中堅レベルの難問もあり，手ごたえがあります。

③　弱点強化問題で，苦手な単元を克服。
④　全問□（チェックらん）つきで，確認に便利。

②　CHECK＆CHECKで苦手な単元を前もって知る。
1・2年（数学では計算，方程式，関数，図形，確率，資料の活用）の内容に入る前に，自己診断テスト用に「CHECK&CHECK」

が設けてありますので，□（チェックらん）に□のようにチェックしながら，事前に苦手な単元を知ることができます。


